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［土曜日］5/10

４
月
１
日
、
神
奈
川
県
で
環
境
に

関
わ
る
未
来
志
向
の
条
例
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
神
奈
川
県
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国

の
仕
事
と
い
う
認
識
が
一
般
的
で
し

た
が
、
こ
れ
は
自
治
体
発
信
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
確
保
を
目
的

と
し
た
条
例
。
さ
ら
に
平
成
23
年
３

住宅事例 
助成金交付制度で家計もエコ

ＪＡセレサ川崎

住宅事例 
比べて決めたＪA バンク

相談のしやすさが決め手に

ＪＡかながわ西湘

月
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
を
発

端
と
す
る
福
島
第
１
原
発
事
故
以
降
、

都
道
府
県
に
お
け
る
同
趣
旨
の
条
例

施
行
は
初
め
て
で
す
。

条
例
の
内
容
に
目
を
通
す
と
「
地
域

に
お
け
る
安
全
で
安
心
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
の

安
定
化
を
図
り
、
も
っ
て
県
経
済
の
発

展
及
び
県
民
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
県
と

事
業
者
と
県
民
の
３
者
の
責
務
を
明
確

に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
関
連
す
る
産
業

の
振
興
お
よ
び
人
材
の
育
成
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
学
習
の
推
進
お
よ
び
知
識
の
普
及

啓
発
な
ど
、
幅
広
く
言
及
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
施
行
の
発
端
に
は
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
神
奈
川
な
ど
の
地
域
事
業
団

体
に
よ
る
陳
情
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
環
境
問
題
は
健
全
な

農
業
と
安
心
な
食
品
づ
く
り
に
密
接
に

関
わ
る
課
題
だ
と
認
識
し
、
独
自
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
活
動
を
展

開
。
な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
が
、
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
神
奈
川
に
よ
る
「
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
助
成
金
交
付
制
度
」
で
す
。

こ
れ
は
主
に
、
新
築
で
も
リ
フ
ォ
ー
ム

で
も
個
人
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
際
に
、
一
定
額
を
助
成

し
よ
う
と
い
う
も
の
。
平
成
25
年
度
は

約
1
0
0
件
も
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
平
成
26
年
度
は
、
助
成
対

象
設
備
を
さ
ら
に
拡
充
「
環
境
配
慮
型

住
宅
助
成
金
交
付
制
度
」
と
し
て
実
施
。

最
大
25
万
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

で
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
含
む

エ
コ
住
宅
設
備
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

正
式
名
称
は
「
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
給
湯
機
」
で
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技

術
に
よ
り
湯
を
沸
か
す
電
気
給
湯
機
。

冷
媒
に
は
二
酸
化
炭
素
を
使
用
。

都
市
ガ
ス
や
L
P
ガ
ス
な
ど
を
水

蒸
気
改
質
し
て
水
素
ガ
ス
を
取
り
出
し
、

空
気
中
の
酸
素
と
反
応
さ
せ
て
発
電
す

る
シ
ス
テ
ム
。
さ
ら
に
発
電
時
の
排
熱

を
給
湯
に
利
用
で
き
る
一
石
二
鳥
な
発

電
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
略
称
で
、
家
庭
内

で
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
・
消
費
・

蓄
電
を
効
率
的
に
管
理
し
ま
す
。

電
力
会
社
か
ら
料
金
が
割
安
な
夜
間

電
力
を
引
い
て
蓄
電
し
た
り
、
太
陽
光

発
電
な
ど
で
独
自
に
発
電
し
た
電
力
を

蓄
え
た
り
で
き
ま
す
。
毎
時
5
～
7
キ

ロ
ワ
ッ
ト
程
度
の
蓄
電
容
量
が
主
流
。

住
宅
用
に
は
一
般
的
に
定
置
型
（
据
え

付
け
型
）
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
に
施
行
さ
れ
た
「
長
期

優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
環
境
へ
の
負

荷
を
抑
制
す
る
機
能
を
備
え
た
住
宅
。

基
本
的
に
は
住
宅
を
長
期
優
良
な
状
態

で
使
用
で
き
る
工
夫
と
管
理
に
よ
り
、

住
宅
の
解
体
や
除
却
に
伴
う
廃
棄
物
の

排
出
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低

減
し
ま
す
。

神
奈
川
県
は
県
土
の
４
割
が
森
林
地

帯
。
こ
の
森
林
を
保
全
す
る
た
め
に
必

要
な
行
程
が
間
伐
で
す
。
苗
木
か
ら
十

数
年
た
っ
た
若
い
樹
木
は
、
間
引
く
こ

と
で
太
く
た
く
ま
し
い
材
木
に
な
り
ま

す
。
こ
の
と
き
間
引
い
た
木
材
を
間
伐

材
と
い
い
、
間
伐
材
を
使
用
す
る
こ
と

は
森
林
の
保
全
に
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

全
国
初
！

再
生
可
能
エ
ネ
条
例
施
行

Ｊ
Ａ
で
は

独
自
の
普
及
活
動
も

い
ま
建
て
る
な
ら

こ
の
エ
コ
設
備

エ
コ
キ
ュ
ー
ト

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

H
E
M
S（
ヘ
ム
ス
）

蓄
電
池

長
期
優
良
住
宅

県
産
木
材
使
用

◆
歌
舞
伎
座
品
質
の
県
産
木
材

平
成
25
年
に
建
て
替
え
が
完

了
し
た
東
京
・
銀
座
の
歌
舞
伎
座
。

そ
の
舞
台
に
は
丹
沢
産
の
１
０
０

年
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
色
、
木
目
、
し
な
や
か
さ
な

ど
、
高
い
品
質
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
県
産
木
材
は
、
神
奈
川
と
い

う
環
境
に
合
い
、
強
度
も
高
い
こ

と
か
ら
一
般
住
宅
に
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
大
き

な
利
点
で
す
。

◆
最
高
70
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

県
産
木
材
な
ど
の
地
域
材
を

活
用
し
た
木
造
住
宅
の
新
築
・

増
築
、
住
宅
の
内
装
・
外
装
の

木
質
化
工
事
、
木
材
製
品
・
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
を
購

入
す
る
と
「
木
材
利
用
ポ
イ
ン

ト
」
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
は
地
域
の
農
林
水
産
品
や

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川

陳
情
か
ら
施
行
ま
で
地
道
に

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
は
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
活
動
に

取
り
組
み
、
平
成
25
年
２
月
に

は
県
条
例
の
制
定
を
求
め
て
、

県
議
会
に
陳
情
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
各
自
治
体
に
働
き
か
け

て
き
ま
し
た
。

県
中
央
会
の
志

村
会
長
は
「
環

境
の
保
全
は
、

自
然
の
恩
恵
を

受
け
て
農
を
営

む
わ
れ
わ
れ
の

使
命
で
も
あ
り

ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

地
域
木
材
利
用
の
家
具
、
商
品

券
な
ど
に
交
換
で
き
ま
す
。

し
か
も
最
高
70
万
円
に
相
当

す
る
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
ね
。

た
だ
し
、
着
工
期
間
に
条
件
が

あ
っ
て
、
平
成
26
年
９
月
30
日

ま
で
に
工
事
着
手
し
た
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

林
野
庁
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

高品質建材をお得に

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

条
例
施
行
の
経
緯

太陽光発電協会・太陽光発電普及拡大センターに寄せられる
住宅用太陽光発電への補助金の申し込みを基にした数字では、
一般住宅用の太陽光発電システムは、昨年中にも段階的に低
価格化しています。特に新築に限ると、1kW当たりの平均シ
ステム価格は40万円を切りました。神奈川県は、住宅用太陽
光発電への補助金の申込件数が愛知県・埼玉県に次いで３位。
一戸建ての新築なら太陽光発電は必須といえるようですね。

◀竹内前県議会議長（左）に陳情書を手渡す志
村会長。陳情は、県漁業協同組合連合会、県生
活協同組合連合会ほかとの連名

環
境
に
優
し
い
家
づ
く
り

「
神
奈
川
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
都
道
府
県
に
お
け
る
同
趣
旨
の
条
例
制
定
は
初
め
て
。

平成24年11月26日 県農協大会にて、再生可能エネルギー普及等を決議

平成25年2月21日
ＪＡグループ神奈川、県生協連などは、県議会議長に対し「神奈川県省エネル
ギー・再生可能エネルギー促進条例（仮称）」の制定を求める陳情を実施

3月18日
ＪＡグループ神奈川、県生協連などは、県議会環境常任委員会にて口頭陳述を実
施。陳述を受け、県議会内で条例を検討するためのプロジェクトを立ち上げ

5月31日 ＪＡグループ神奈川、県生協連などは、「条例素案に関する意見交換会」に参画

6月21日 自民党、公明党、県政会の３会派共同により、条例案を県議会議長に提出

7月2日 県議会本会議にて、全会派一致で可決

平成26年4月1日「神奈川県再生可能エネルギーの導入等の促進に関する条例」施行

発 電

消 費 蓄 電
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家

マ
ネ
ー

話
その
1

づ
く

の

り

家
計
も
助
け
る
太
陽
光

「
テ
レ
ビ
の
コ
ン
セ
ン
ト
も
こ
ま
め

に
抜
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
」

新
築
一
戸
建
て
で
、新
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
ご
主
人
の
H
さ
ん
は
、「
エ

コ
の
意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
」
と
２
人

の
娘
さ
ん
の
前
で
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

川
崎
市
出
身
の
H
さ
ん
は
、今
ま
で

ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、ご

実
家
が
一
戸
建
て
だ
っ
た
こ
と
か
ら

「
い
ず
れ
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
一
軒
家

に
住
み
た
い
」
と
考
え
、な
じ
み
の
あ

る
高
津
区
内
で
物
件
を
探
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
中
で
も
目
を
引
い
た
の
が
、太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

た
、こ
の
住
宅
で
す
。屋
根
に
設
置
さ

れ
た
14
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
（
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
に
太
陽
光
が
当
た
る

と
発
電
、パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

で
分
電
盤
に
接
続
さ
れ
、電
気
を
使
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、自
動
的
に
余
剰

分
の
電
気
を
売
電
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
月
々
の
電
気
代
は
4
千
円
く
ら

い
。前
の
家
よ
り
も
部
屋
が
増
え
た
け

れ
ど
、電
気
代
は
ぐ
っ
と
減
り
ま
し

た
。月
々
8
千
円
程
度
の
売
電
収
入
が

あ
る
の
で
経
済
的
に
も
エ
コ
で
す
ね
」

と
ご
主
人
。

「
リ
ビ
ン
グ
に
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
発
電

モ
ニ
タ
ー
で
、ど
の
く
ら
い
電
気
が
作

リアルタイムの発電量だけでなく、
月の電気代も表示する発電モニター

エコ意識が高まり、クーラーの
使用電力も見える化に

太陽光パネルは春や秋も
高い発電量になり1年中活躍

自慢のマイホームで
笑顔のご家族

助
成
金
交
付
制
度
で
家
計
も
ま
す
ま
す
エ
コ
に

家
族
の
笑
顔
も
輝
く
、太
陽
光
発
電
で
す
。

住宅
事例

　

2
0
1
4
年
１
月
に
川
崎
市
高
津
区
に
新
築
し
た
、２
階
建
て
住
宅
を
訪
問
。

Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
の
住
宅
ロ
ー
ン
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
も
設
置
し
、

ご
夫
婦
と
２
人
の
娘
さ
ん
が
、の
び
の
び
と
し
た
エ
コ
ラ
イ
フ
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
る
の
か
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
わ

か
る
の
で
、子
ど
も
た
ち
も
興
味
津
々
。

天
気
や
発
電
量
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、自
然
と
エ
コ
生
活
が
身
に
つ
き

ま
す
」と
奥
さ
ま
も
満
足
げ
な
様
子
。

「
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
く
ら
い
発
電
し
て

い
る
と
き
が
あ
り
、う
れ
し
く
な
り
ま

す
ね
」。例
え
ば
、そ
の
と
き
に
家
庭
で

消
費
し
て
い
る
電
力
が
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

で
あ
れ
ば
、２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
売
電
分

に
ま
わ
り
ま
す
。

「
自
動
的
に
売
電
分
が
振
り
込
ま
れ

る
の
で
、手
間
が
か
か
ら
な
い
の
も
良

い
ん
で
す
。節
約
し
た
分
だ
け
、ご
褒
美

を
も
ら
え
る
よ
う
で
楽
し
み
が
増
え
ま

し
た
」と
奥
さ
ま
。

ほ
か
に
も
メ
リ
ッ
ト
は
い
ろ
い
ろ
。

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
コ
ン
セ
ン
ト
が

付
い
て
い
る
の
で
、停
電
時
も
コ
ー
ド

を
差
し
込
め
ば
電
気
を
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
夜
は
発
電
で
き
な
い
の
で
、電
気

を
つ
け
て
い
る
部
屋
に
集
ま
ろ
う
と

い
う
意
識
に
な
り
、リ
ビ
ン
グ
で
家
族

４
人
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
増
え
た
気

が
し
ま
す
」
と
奥
さ
ま
。太
陽
光
の
恵

み
が
家
庭
を
ま
す
ま
す
明
る
く
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
や

助
成
金
を
賢
く
使
う

こ
の
よ
う
に
、生
活
し
始
め
て
か
ら

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
H

さ
ん
で
す
が
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
住
宅
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、資
金

面
で
の
悩
み
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

H
さ
ん
は
、
J
A
セ
レ
サ
川
崎
で

長
期
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
、購
入
し

ま
し
た
。

15
年
前
に
車
を
購
入
す
る
際
に
も

J
A
バ
ン
ク
の
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た

と
い
う
ご
主
人
は
「
今
回
も
い
ろ
い
ろ

な
ロ
ー
ン
を
比
べ
て
み
ま
し
た
が
、

J
A
バ
ン
ク
の
ロ
ー
ン
が
最
も
有
利

で
し
た
」と
話
し
、「
支
店
が
多
く
あ
る

の
で
立
ち
寄
る
の
に
便
利
だ
っ
た
」
と

決
め
手
を
語
り
ま
す
。

「
金
利
は
固
定
と
変
動
シ
ス
テ
ム
を

ミ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
も
で
き
、担
当
者

が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
丁

寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

効
率
よ
く
返
済
で
き
る
計
画
が
立
て

ら
れ
、安
心
し
ま
し
た
」

奥
さ
ま
も
「
や
は
り
、返
済
期
間
や

金
額
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
J
A
バ
ン
ク
は
ロ
ー
ン
の
実

行
時
と
申
込
時
、い
ず
れ
か
低
い
方
の

金
利
を
選
択
で
き
る
の
で
、選
ん
で
正

解
で
し
た
」
と
、住
宅
ロ
ー
ン
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
家
を
選

ん
だ
の
は
、「
助
成
金
制
度
」に
も
後
押

し
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
J
A
バ
ン

ク
神
奈
川
に
は
、ロ
ー
ン
の
借
入
金
額

に
応
じ
た
助
成
金
交
付
額
が
設
定
さ

れ
、3
千
万
円
以
上
～
5
千
万
円
未
満

の
借
入
な
ら
15
万
円
の
交
付
が
あ
り

ま
す
。国
や
市
も
環
境
配
慮
型
住
宅
に

対
す
る
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
、
H
さ
ん
宅
は
国
か
ら
５
万
円

台
、川
崎
市
か
ら
６
万
円
台
と
、合
計

で
約
26
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
資
金
面
で
も
助
か
り
ま
し
た
。補

助
制
度
が
あ
る
こ
と
で
、環
境
保
全
に

も
役
に
立
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ

ま
す
ね
」

H
さ
ん
は
冷
暖
房
器
具
も
、リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
電
気
使
用
量
が
わ
か
る
も

の
を
購
入
し
、家
族
み
ん
な
で
楽
し
み

な
が
ら
節
電
に
励
ん
で
い
ま
す
。

自
然
と
身
に
付
い
た
エ
コ
ラ
イ
フ

で
、今
日
も
家
族
の
笑
顔
が
増
え
て
い

き
ま
す
。

金融機関等が取り扱う住宅ローンの金利には、大きく分けて固定金利と変動金利があります。固定金利は全期間固定、段階金利型、固定金利選択型があり
変動金利は一般的な変動金利のほか、上限金利特約付き変動金利があります。それぞれの特徴やメリット、デメリットを理解することが重要です。

〔住宅ローン金利の種類〕

※（キャップ）付変動金利 

住宅ローンの選び方

種 

類
固定金利 変動金利

固定金利選択型
全期間固定 段階金利型 変動金利 上限金利特約※

特 

徴 全期間適用金利が変わらない。 11年目に金利がアップするな
ど、段階金利型。

年2回、金利が見直されるが、5
年間は返済額固定の場合が多い。

年2回、金利が見直されるが、上
限金利を超えることはない。

固定期間終了後、金利状況に応じ
て、固定金利か変動金利か選ぶ。

メ
リ
ッ
ト

・�適用金利が変わらないため、低
金利時に借りれば、将来の金利
上昇リスクをヘッジできる。

・�返済額が一定のため、家計管理
しやすい。

・�途中で1度の金利上昇はある
ものの、低金利時に借りれば、
将来の金利上昇リスクをヘッ
ジできる。

・�金利は1度変わるだけなので、
比較的家計管理しやすい。

・�低金利期や金利下降期には低
金利メリットを享受できる。

・�期間内は上限金利以上に金利
が上がらない安心感がある。

・�低金利期や金利下降期には低
金利メリットを享受でき る。

・�固定期間終了後、金利状況に応じ
て、固定金利か変動金利か選べる
自由度がある。

注
意
点

・�金利下降期に借りると、結果的に金利負担が大きくなる可能性も。
金利が低下して金利差が一定以上になったら、借り替えも検討し
ましょう。

・�返済額は5年間変わらないた
め、急激な金利上昇期には未収
利息が元金に組み込まれ、元金
が増えることも。

・�適用金利が上がると5年ごと
に返済額がアップする。

・�当初設定した期間ごとに返済
額は変わる。適用金利が上がる
と返済額はアップ。

・�上限金利が設定されている分、
変動よりもリスクは抑えめだ
が、その分金利は高め。

・�金利上昇が続くと、初めから長期
の固定金利にしておいた方が有
利な結果になり、金利下降が続く
と、初めから変動金利にしておい
た方が有利な結果になる。

ＪＡセレサ川崎
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太
陽
光
を
効
率
的
に
生
か
す

玄
関
の
扉
を
開
け
る
と
、目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
は
、ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
と
ギ
タ
ー
。１
階
の
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
は
足
先
に
自
然
な
木
の
ぬ
く
も

り
が
伝
わ
り
、い
か
に
も
や
さ
し
い
風

合
い
で
す
。

「
床
は
無
塗
装
の
信
州
唐
松
を
使
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、こ
だ
わ
り
を

語
る
の
は
、２
０
１
３
年
10
月
に
２
階

建
て
住
宅
を
新
築
し
た
ご
主
人
の
Ｓ

さ
ん
。79
・
2
平
方
メ
ー
ト
ル
（
24
坪
）

の
敷
地
を
生
か
し
て
、理
想
の
暮
ら
し

を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

南
向
き
の
屋
根
に
は
12
枚
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
。太
陽
光
が
最
大
限
に
生
か
さ

れ
る
方
向
と
角
度
で
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。導
入
費
用
は
１
２
０
万
円
で
し
た
。

Ｓ
さ
ん
宅
の
月
々
の
売
電
額
は
お
よ
そ

８
千
円
。約
10
年
で
初
期
投
資
を
回
収

融資担当と談笑するご家族

住
宅
ロ
ー
ン
は
、比
べ
て
決
め
た
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
。

太
陽
光
発
電
の
あ
る
理
想
の
住
ま
い
。

住宅
事例

　

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
鴨
宮
駅
か
ら
車
で
10
分
の
立
地
に
あ
る
Ｓ
さ
ん
宅
は
、J
A
か
な
が
わ
西
湘
の
住
宅

ロ
ー
ン
で
ご
実
家
の
お
庭
に
新
築
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
住
宅
。
住
ま
い
は
太
陽
光
と
木
の
ぬ
く
も
り
に

包
ま
れ
て
居
心
地
抜
群
で
す
。お
話
を
伺
う
と
、敷
地
の
活
用
法
や
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

で
き
、そ
れ
以
降
は
売
電
額
が
そ
の
ま

ま
収
入
に
な
る
見
込
み
で
す
。

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
少
な
く
と
も
25

年
は
持
つ
と
い
わ
れ
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
い
ら
な
い
の
も
魅
力
で
す
」

三
角
屋
根
の
下
の
ス
ペ
ー
ス
は
ロ

フ
ト
に
し
、小
窓
を
つ
け
て
風
通
し
も

良
好
。

「
子
ど
も
が
遊
ん
だ
り
、収
納
ス
ペ

ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
便
利
で

す
」と
奥
さ
ま
。

「
こ
の
家
は
動
線
も
短
く
、使

い
勝
手
が
良
い
で
す
ね
。キ
ッ
チ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や
琉
球
畳
の
ス

ペ
ー
ス
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」

そ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
発
電
量
が
わ
か
る

モ
ニ
タ
ー
が
あ
り「
電
気
代
の
伝

票
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
ご
主
人
。

「
経
済
的
に
考
え
て
も
、導
入

し
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
」

Ｓ
さ
ん
は
新
築
に
あ
た
り
、Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
で
２
６
０
０
万
円
の

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
、太
陽
光
パ

ネ
ル
導
入
費
用
の
助
成
金
、10
万

円
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

「
新
築
っ
て
家
に
か
か
る
費
用
だ
け

を
考
え
が
ち
で
す
が
、家
具
や
カ
ー
テ

ン
な
ど
も
一
新
し
た
く
な
り
ま
す
ね
。

思
っ
た
よ
り
予
算
が
か
か
る
の
で
、助

成
金
が
役
に
立
ち
ま
し
た
」

信
頼
で
き
る
窓
口
で

安
心
ロ
ー
ン

「
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
本
店
の
窓
口

の
対
応
が
親
切
で
安
心
し
て
融
資
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
」と
い
う
ご
主
人
。

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
決
め
た
の
は
、金

利
が
低
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

他
の
銀
行
と
比
べ
る
と
融
資
窓
口
が

親
し
み
や
す
か
っ
た
ん
で
す
。だ
か
ら

金
利
や
返
済
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談

で
き
た
し
、担
当
の
方
も
気
さ
く
で
親

切
で
、そ
れ
が
一
番
よ
か
っ
た
」

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
の
融
資
窓
口

は
優
し
い
色
合
い
の
木
製
カ
ウ
ン
タ

ー
で
女
性
担
当
者
も
多
く
、親
し
み
や

す
い
雰
囲
気
で
す
。

「
慎
重
な
人
ほ
ど
自
己
資
金
を
増
や

そ
う
と
住
宅
の
購
入
が
遅
れ
る
よ
う

で
す
が
、増
税
や
家
賃
と
し
て
支
払
う

金
額
を
考
え
て
も
、早
く
ロ
ー
ン
を
組

ん
で
返
済
に
あ
て
た
方
が
お
得
だ
と
思

い
ま
す
」と
Ｓ
さ
ん
。

「
そ
れ
に
新
し
い
家
が
で
き
る
と
、働

く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
大
き
く
変
わ
り

ま
す
よ
」と
も
。

日
当
た
り
と
木
の
ぬ
く
も
り
に
、み

ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
家
。環
境
に
優

し
い
家
は
、住
む
人
に
も
優
し
い
家
な

の
で
す
ね
。

認定取得でさまざまな税制優遇が適用されます

長期優良住宅とは、長期にわたって良好な状態で使用するための措置（所管行政庁により認定）が講じられた優良な住宅のことをいいます。
良質な住宅を大切に使うことで、地球環境への負担軽減、建て替えコストの削減、住宅負担の軽減を図ることを目的としています。

認定には、所管行政庁にて認定を受けるための基準や申請手続き等について詳細が決められており、認定を取得した住宅は、さまざまな税制優遇が適用されます。

◉住宅履歴書の整備について
認定を取得した住宅については、建築および維持保全の状況に関する記
録を作成し、住宅履歴として保存する義務が生じます。

長期優良住宅認定の税制優遇措置

長期使用構造等
長期優良住宅として認められ
る建物の性能に関する基準で
す。一部を除き品確法性能表示
制度の等級に対応しています。

住戸面積
良好な居住水準を確保する
ために必要な規模を規定し
ています。

居住環境
良好な景観の形成その他の地
域における住居環境の維持お
よび向上に配慮されたもので
あることが求められます。

維持保全計画
建築時から将来を見据えて、
定期的な点検・補修等に関
する計画が策定されている
ことが求められます。

家

マ
ネ
ー

話
その
2

づ
く

の

り

認定基準は大きく分けて４項目

住宅ローン減税（所得税、住民税）の最大控除額が500万円に拡充！
ローン残高の1.0％（一般住宅）を10年間、所得税から控除され、最大控除額が過去最高の水準となります（一般住宅の場合400万円）。

所有権移転登記、所有権保存登記など「登録免許税」の軽減措置が受けられます。
所有権の保存登記および移転登記の税率が0.1％（一般住宅は0.2%）に軽減する措置を2年間延長（2016年3月31日まで）。

住宅取得にかかる「不動産取得税」の軽減措置が受けられます。
住宅の課税標準から控除される金額が1.300万円に拡大されます。

新築から５年間にわたって「固定資産税」の軽減措置が受けられます。
新築住宅にかかわる固定資産税の減額措置（2分の1減額）を一戸建ての場合は5年間、マンションの場合は7年間にする措置を2年間
延長（2016年3月31日まで）。

ＪＡかながわ西湘

陽あたりも良く、風通しも良い２階のカウンターは、キッチ
ンと向かいあう、家族の憩いの空間。このカウンターに太
陽光発電のモニターが置かれていて、リアルタイムの発
電量などをいつでもチェックできるのです。取材にお邪魔
した日は天気が良く、モニターで見る発電量も最高値を
表示しています（写真右）。

ＪＡかながわ西湘本店の建物（右）と、融資窓口。ガラス張りの開放的な社屋は
優しい色合いの木製カウンターなどで、気軽に立ち寄れる雰囲気


